
第11表　　　　　府　県　別　民　有　地
本表は全日の各市町村（東京では区）が保管している土地台膿または土地糟禿課税台帳に豊捜された土地のうち，地方税法

第5集第34条の規定により課税の対象となる土地lこかんする各年1月1日現在の数字である．
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資　料 自治省税務局固定資産税課（土地平均価格、絵地積、稔価額等一覧）．「第16回日本統計年鑑」



12　　気　　　象

第　2　章　　気

概　　　況

昭和40年の近畿地方における気象の概況は．平年と比

較して冬から春の終り近くまで長期に亘り低温が持続

し、また梅雨はやや昆びき降水量も多かった。盛夏は高

温・少雨であり、夏の終りから秋の初めにかけて低温傾

向が続いた。これらが本年の気象の特性としてあげられ

るものである。

これを月別にみると．まず1月には寒波の襲来が激し

く．8日から13日まで強風が吹きつのり山間部では積雪

が30cmあり、このため交通や運転ダイヤの乱れが多く特

に名神高速道路や東海道新幹線なども大きく混乱した。

しかし本年の初雪は平年より12日余りおくれ上旬中頃か

ら降り初めている。26日にも低温のため交通障害が各地

でおこった。29日には強雨があり日降水量や月降水量を

更新した。1月後半は比較的高温の日が多かったが、2

月に入るや2日・3日と初から強い寒波におそわれ交通

権関の混乱は極めて大きかった。また24Ⅰ］から25日にか

けても紀伊半島を除き、全般に暴風雪となり寒さも厳し

かった。2月上旬の後半から5月初め頃まで天気はあま

りくずれることなく気温は平年より低い傾向が続き、異

常乾燥の日も多く数えられた。

3月中旬には異常乾燥が続き12日には風も強くこのた

め山火事なども拡大した。16日・17日の両日には風と共

に大雨雪がありその雨量は平均100mmに達したため．

過去の3月の日降水量記録を更新し、また16日夜より17

日朝にかけて気温の降下により雨が雪となり、特に中南

部はめずらしい大雪となったため槙雪量の3月記録も更

新した。このため送電線などの断線や倒木．アーケード

の破軋交通ダイヤの混乱など各地で被害が続出してい

る。下旬から4月半頃にかけては平年より50C前後の異

常低温が続き降雨は周期的にあったが、3月下旬は異常

乾蛭の日が多く．特に30日は3月の最小温度の記録も更

新され、このため各地で山火事がひん発した。この低温

にたたられてか桜の開花は平年より一週間前後おくれ．

また開花中に降雪をみたところもあった。4月に入ると

降雨がひん繁となったが後半は気温の昇降が激しく終霜

も平年より10日余りもおそかった。2－4月にかけて概

して低温・少雨・乾燥が按いて各種記録の囁位や記録の

更新がかなり多くみられた。5月上旬の後半頃から約1

ケ月おくれていた気温を一挙にとりもどし、6月初めま

で逆に平年より2－3度も高温が掛、た。5月上旬後半

ごろから約一ケ月半の問気候の飛やくが起ったこととな

り特異な現象である。5月1日は朝の冷え込みがさびし

く最低気温が更新され、3日の強風雨は風速・臼雨量の

更新をおこし電線の切断など交通機関や一般の停電も相

当の範囲であった。8日は濃霧による瀬戸内のダイヤの

乱れが大きく座礁などの事故もおこった。中旬には乾燥

が続き26日から27日には潮岬南方を通過した台風第6号

の老害で風雨による被害が中南部に多くでた。

6月に入り気候は大休平年に復し上旬は乾燥したが中

旬初めに梅雨状態になり、26日に台風第10号のくずれた

のが前掛こ吸収されて前線が活発に動き27日朝にかけて

大雨をもたらし南部地方では家屋浸水や山崩れ等の被害

がでた。梅雨あけは7月下旬となり平年より約10日もお

そく、このため7月の雨量は過去の記録順位を更新した。

特に日本海沿岸や北部の地域では平年の2～4倍の降水

量を記録している。7月下旬から8月末までは逆に高温

・少雨で所により全く雨の降らなかった地域もあり、観

測開始以来の最低値を記録したところが多く飲料水や農

用水に深刻な水不足が発生した。また乾燥した日が多く

8月末に異常乾燥注意報が発令されたのは珍らしい。

9月になると次第に低温憤向が強まり、月末の29日か

ら30日にかけての冷込みは記録的であった。10日は台風

第23号が50－60km／bで四国東臥兵庫県中部を縦断し

て若狭湾にぬけた。この台風の風による被害があり、特

に甑戸内沿岸や和歌山県の沿岸では波浪による船舶など

の被害が大きかった。また17日にも夕刻潮岬沖から志摩

・渥美半島を通った台風第24号は台風前面の前線をゆさ

ぶり、近畿全般に豪雨にみまわれ14日から17日までの間

に少ない所でも300mm、多い所は1，000mmに達したた

め各地で河川がはん乱してかなりの被害を出した地域も

あった。10月は少雨・乾燥で秋分の頃一時高温であった

のが以後低温となり10月下旬まで持鼠　これに引続き約

2週間異常高温となった。その後初市があり気候は平年

に戻った。11月7～9日には雷を伴なう南と低気圧の山

陰沖通過による強風が大阪湾の満潮と重なって高潮をお

こし、低地帯に浸水をみた。30日は濃霧による海陸空の

交通ダイヤは午前中大巾に乱れをだした。

12月は6日に強い季節風が吹き北部や山間部で積雪が

あり、特に和歌山県では平年より19日も早く降雪し、各

地でOCc以下に下降、そのほか12月は全般にやや低温気

味であった。
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幕11嚢　　　　　大　阪　管　区　気
本濃は「近畿気象棄鷺」によったものである．

経　　　緯　　　度
位　　　　　　　置

東　　　経【北　　　緯
海面上高 創立年月日 主要材署の位置

水銀気圧計（海面上）

温　度　計（地面上）

大阪市生野区勝山通9丁目22　　　135．32　　　　34．39　　　　6．4　明治15．7．1挽形風速計（地面上）
自記風圧計（地面上）

自記雨量計（地面上）

露　　　填（海面上）

資　料　　大阪管区気象台．

第2蓑　　　　　　気　　　象　　　概　　　況
本表は大阪管区気象台での観測状況である．平均気温は1日8回の平均鐘から．平均温まは相対温まともよぴ1日4回の測

定鐘からその日の平均鐘が計算きれる．璽1は全天寡に被われた場合を10とし事のない場合を0とした基揮．平均風速は8時

－日時の全風程から求められている．平年欄の塞印は遇圭における最高、最低および最大櫨である．
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資　料　　大阪管区気象台（近畿気象要覧）

第3表　　　　　気象官署区内観測所の平均気温
本義は標記各鶴測所において頓測したものである．
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第4表　　　　　　気象官署区内観測所の降水量
本表は績記各や測所に如いて融したものである，（）は欠州による誤差が虞接観測所の観軌から推定して10％以下と考えられる場合．
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第5表　　　　　大阪府観測所の降水量
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第6表　　　　　　大阪市内の地盤沈下量
本封牒大阪管区気象台の観乱によったもので．（）推計値。＠、⑧は観測井戸管の深さlこよって区別してある．
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第7表　　　　　　全　国　気　象　概　況
本麦の「平均相対湿度」は毎日3時、9詩．15阻21時の4回の観清値を「平均気温」はこの4回に更lCt楓1梢．18時

24時を加えた合計8回の観測値を算術平均したものである．「快晴8」は日平均璽12．5未満をいい乎年債は昭和6－兆年平
均値である．a）は昭和16－35年平乳も）は昭和26－35年平均である。
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